
 

 

 

 

 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<がん教 室
きょうしつ

>～病気
びょうき

について知る～ 
７日（火）いまきいれ総合

そうごう

病 院
びょういん

の先生とリモ

ートでつなぎ、がんという病気
びょうき

について学習を

しました。予
よ

防
ぼう

すること・早期
そ う き

発見
はっけん

すること・

健康
けんこう

と 命
いのち

の大切さを知
し

りました。 

 

 

 

 

<学校
がっこう

保健
ほ け ん

委員会
いいんかい

>～思春期
ししゅんき

の子供・ストレス～ 

17 日（金）学校保健委員会で思春期の子供た

ちとの関
かか

わり方・ストレスについて学習しまし

た。大人
お と な

がストレスと上手
じょうず

に付き合い、子供た

ちへのストレスを理解
り か い

するために子供たちの

話をしっかり聞いてあげることが大切なので

すね。家庭
か て い

でのコミュニケーションを大切にし

ていきましょう。 

 

 

 

 

 

<人権
じんけん

教室
きょうしつ

>～違
ちが

うということ～ 

 29 日（水）人権同和
ど う わ

教育課
きょういくか

の先生をお招きし、

人権教室が行われました。同じ指示
し じ

で描
か

いた絵
え

が、人によって違う絵になりました。同じ空間
くうかん

で

過
す

ごしている同級生
どうきゅうせい

もみんな違う意見
い け ん

や 考
かんが

え

方
かた

、感
かん

じ方をしています。お互
たが

いを尊 重
そんちょう

しつつ、

自
じ

分
ぶん

を大切に生活
せいかつ

することが大切ですね。 

 

 

 

<今
こん

後
ご

、求
もと

められる力
ちから

> 
 これからの世の中でもとめらる力、それは社会に対し

て当事者意識をもち、課題を発見・多様な他者と連携し

ながら、新たな価値を創造すること。この力を付けるた

めに硫黄島学園は「学びの変革」を進めていきます。 

<文
ぶん

化
か

祭
さい

>～SMILE 心をひとつに～ 

2 日（木）に文化祭を行いました。地域の方々からの展示作品もあり、子供た

ちの学びの発表も素晴らしいものばかりでした。 

 

 

 

 
1年わくわくがっこうたんけん  3･4年 硫黄島ハローワーク     5･6年 硫黄島の祭り     7年  Who is this? 

 

 

 

 

 

 
8年 Ioujima Tour Guide  つばき園 にんじゃにへんしん！にんにん!!    体育「マット・跳び箱運動」 

 

 

 

 

 

 

 

後期生 We      Ioujima     前期生 合奏「赤い屋根の家」 後期生 合唱「旅立ちの時」     展示作品の鑑賞 

 

 

令和５年 11月号 

エビ釣
つ

り道
どう

ただいま修 行 中
しゅぎょうちゅう

  校長
こうちょう

 石岡
いしおか

秀
ひで

久
ひさ

 

早
はや

いもので硫黄島生活
せいかつ

も３年
ねん

以上
いじょう

になります。着任
ちゃくにん

したのは、

大型
おおがた

台風
たいふう

直撃
ちょくげき

が予
よ

想
そう

される全
ぜん

島
とう

避
ひ

難
なん

のフェリーが出航
しゅっこう

する時
とき

でし

た。島民
とうみん

を避難させるフェリーに乗船
じょうせん

して参
まい

りました。ついこの

間
あいだ

のような気
き

もしますが、はるか過去
か こ

のような気もいたします。 

硫黄島の様々
さまざま

な文
ぶん

化
か

や行事
ぎょうじ

を体験
たいけん

し、コロナ禍
か

で行
おこな

えなかった

こと等
とう

も「コロナ禍前
まえ

はこんなことだったんだなあ。」と感
かん

じつ

つ、日常
にちじょう

を過
すご

ごしていたのですが、硫黄島でしか体験できないよ

うな初
はつ

体験をしました。漁業権
ぎょぎょうけん

（釣りによる伊勢
い せ

エビ漁
りょう

のみ）を

取得
しゅとく

し、伊勢エビ釣りをしました（現在
げんざい

進行形
しんこうけい

）。曽根教頭先生

が、すでに伊勢エビ釣りをしていたのですが、楽
たの

しそうに釣果
ちょうか

を話
はな

してくださったことや実際
じっさい

に釣り上げるところを見たことがきっか

けになっています。「自
じ

分
ぶん

もやってみたい。」「釣れるようになりた

い。」そう思いました。教頭先生やたかしさんの話
はなし

を聞
き

いたり、見

よう見まねでやってみたり・・・。これって学習
がくしゅう

や技能
ぎ の う

習得
しゅうとく

のプ

ロセスと同
おな

じだなあと感
かん

じます。 

まだまだ修行が足
た

りないせいか、３日に１匹程
てい

度
ど

の釣果しかあり

ませんが、伊勢エビを釣り上げることを想像
そうぞう

するとワクワクしま

す。釣れないときも仕掛
し か

けを工
く

夫
ふう

したり、場
ば

所
しょ

を変
か

えたり日々これ

修行です。「なぜもっと早
はや

くからしていなかったのか。」という思い

と「遅
おく

ればせながらやって良
よ

かった。」という思いがあります。チ

ャレンジ精神
せいしん

って大
だい

事
じ

だなあと思いつつ、今後も「伊勢エビ釣り

道」に精進
しょうじん

してまいります。 

 

みしまっこ

日記も

よろしく


